
  

政治経済 

休業中の課題 

 

・授業用ノートを作成 

・以下の内容を写してください。 

・ノートの片側に板書というページの内容を書き写し、 

もう片側に「補足プリント」を貼ります。 

 ・すでに授業で終わったクラスは、ここまで終わっていれば 

ＯＫです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

板書 

 

１ 政治と法の機能 

 

 

１ 政治と社会 

 

・政治・・・個人や社会集団における利害の調整や紛争の解決を図ること 

・政治権力・・・政治を行うために法を定め、それを人々に守らせる強制力 

         「人間はポリス的（社会的）動物である」 

（古代ギリシアの哲学者アリストテレス） 

 

２ 政治と国家 

・国家の三要素 

①領域・・・領土・領海・領空（領土と領海の上空） 

②国民・・・国家の構成員であり、その国の国籍をもつ 

③主権 

      ボーダン（仏） 『国家論』 

        主権の概念を最初に位置付ける 

        絶対主義を擁護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

補足プリント 

◆国家の三要素（ 領域 ＋ 国民 ＋ 主権 ） 

 （１）主権とは何なのか？？ 

 

 

 

 

・ボーダン（フランスの思想家（16Ｃ）） 

    …『国家論』を著し、国家の主権は絶対かつ永久・不可分であるとして 

絶対主義を擁護。主権の概念を最初に位置付けた。 

・（１    マックス＝ウェーバー    ）（ドイツの社会学者） 

     …支配の正当性を３つに分類した。 

①伝統的支配 

支配者の権力が国家や民族の歴史的伝統を持ち、それらに対する信頼感によって

正当性が与えられる支配形態。 

 《例》 

②カリスマ的 

支配 

特定の個人の天才的・超人的能力、理想的模範性などに対する畏敬の念が被支配

者の服従の基礎となる支配形態。 

 《例》 

③合法的支配 

法の規定する権限に基づき、法に従うことが国民（被支配者）の国家に対する服

従の根拠となっている支配形態。合法的に制定された政治秩序と、それによって

権力を授けられた支配者に対して、服従がなされる。 

 《例》 

（２）領域について  

①領海と排他的経済水域 →（２    国連海洋法    ）条約 

     …領海の幅を低潮線から（３ １２ ）海里までと規定する。領海より外側で低潮線から 

（４ 200  ）海里までの範囲が（５     排他的経済水域    （ＥＥＺ）） 

で、そこでは沿岸国が天然資源の開発などの権利が認められており、航行は自由。 

   ②公海 →（６  公海  ）の自由 

     …「国際法の父」といわれる（７  グロティウス    ）（オランダの法学者）による 

『自由海論』の理論に基づく。 

公海がどの国家の支配下にも 

なく、全ての国家に解放されて 

いるとする国際法上の原則。 

   ③宇宙空間・南極大陸 

…いずれの国にも領有権がない。 

（宇宙条約、南極条約） 

◇1 国の政治やありかたを最終的に決定する力をさす場合 

◇2 国家権力そのものをさす場合（国家が領域内の国民を統治する最高権力（統治権）） 

 ◇3 対外的に他国から干渉されない独立した権力をさす場合 

宗教対立が激化している…

王の権力が強いほうが 

きっと国はまとまるぞ… 


